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株式会社D.S.C 設立

館林営業所 開設

鋼構造物工事業許可 取得

機械器具設置工事業許可 取得

とび・土工工事業

電気工事業許可 取得

産業廃棄物収集運搬業許可 取得

(2012年10月までに関東1都6県)

古物商許可 取得

館林営業所を成島町に移転
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株式会社D.S.C

代表取締役 金山 貴之

2004年

群馬県館林市成島町1141-3

500万円

0276-76-2272

kanayama@kf7.so-net.ne.jp
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会社理念

代表挨拶

Our Policy

物流業界の一員として

企業活動を通じ、

社会に広く貢献をする

皆さんは、物流と聞いて何を思い浮かべるでしょうか？

物流には、輸送・包装・保管・荷役・情報という、大きく分けて5つの

要素があります。例として、皆さんがネット通販で何かを買ったとします。

通販サイトから購入の情報が販売元に届き、倉庫に保管されていた商品の

包装を行います。その後、車両や船舶・飛行機・鉄道などで運ばれ、皆さんの

手元に商品が届きます。この中に、先ほどの5つの要素が存在しています。

私たちが主に施工するのは、商品の保管や取り出しの効率を高めた、

自動倉庫や移動ラックと呼ばれる設備や、各種保管棚です。

施工以外にも、電気工事や保守点検・メンテナンス、工事で発生した

産業廃棄物の収集運搬まで、一貫して請け負えることが大きな強みです。

D.S.Cの全員が、物流に携わる

スペシャリストであり続けます

創業以来、多くのお客様からお仕事を賜り、

支えられ、そのお陰でD.S.Cの今があります。

関わってくださったすべての方に感謝の心を

持ち続けること、それが私たちを動かす大きな

エネルギーの一つであり、企業の柱です。

もちろん、それは従業員に対しても同様です。

未来の物流のスペシャリストを目指す皆さんを

D.S.Cは心から応援し、大切に育てていきます。

D.S.Cでしかできない仕事がある。私たちと

一緒に、やりがいを持って挑戦してみませんか。

代表取締役社長

金山 貴之

会社紹介

D.S.Cの主力事業です。お客様から工事を受注し、

日本では41都道府県、世界では10の国と地域で施工

実績があります。仕事ぶりをお客様から信頼され、

工事の指名を直接頂いている社員もいます。出張は

多いですが、出張先での出会い・成長や、世界で有

数の設備に携わるという希少な経験ができますよ！

日本・世界で物流設備の施工

工事が安全に滞りなく進むよう、事務的な手続きは

ほとんど事務所のメンバーが担当します。最近は工

事の打合せもWeb会議で開催されることが多くなっ

てきました。パソコンは会社から貸与されますが、

苦手意識があっても大丈夫。しっかりと教えます！

困ったことがあれば、いつでも相談してください。

事務所メンバーも全力でサポート

工事現場で発生した産業廃棄物の収集運搬も行って

います。産業廃棄物と言うと危険な物を想像する方

もいるかもしれませんが、搬入した資材の梱包材や

段ボール、木くずや、設備解体の際に発生するがれ

きや鉄くずなどがほとんどです。それらを処理施設

まで責任を持って運搬し、環境に配慮しています。

産業廃棄物収集運搬

少子高齢化社会では、働き手の減少が社会課題です。

無人搬送車は、それを解決する手段の一つとなるで

しょう。工場で重い台車を自動で牽引したり、人が

入れない場所での運搬を行ったり…。D.S.Cはそんな

設備の導入工事も請負い、D.S.C独自の技術で、連動

する遮断機システムを納入した実績があります！

無人搬送車(キーカート)付随工事


